




小田原市きょう土文化館
は，小田原城の近くにあ
ります。
昔の道具やくらしのほか
にも，小田原の歴史や自
然のことも知ることがで
きます。

れき し
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れき し

　このころは，町の中に田や畑がたくさんありました。今よりも農
家が多く，食べものも着るものも自分の家で作っていました。今の
ようなきかいがなかったので，牛や馬を使って田畑をたがやしたり，
田うえなどのたいへんなさぎょうは家族や近所のひとたちなどみん
なで力を合わせておこなったりしていました。
　子どもたちは，田や川，山などで魚や虫，鳥などをとってあそん
でいました。ほかにもまりつきであそんだり，下の子の子守りをしたりもしていました。
　小田原の町には電とうがつき，馬車鉄道からかわって電気鉄道が走りました。1920
年には東海道線がのびて，小田原駅ができました。町の人たちは駅ができたおいわい
をせい大にしたそうです。駅前には，お店や旅館がたちはじめてにぎやかになりました。
パンやキャラメル，洋服などのめずらしいものも手に入るようになったそうです。

きん じょ
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80年から120年くらい前の
小田原のようすとくらし

80年から120年
ほど前のくらしを
調べてみましょう。
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80年
40年前から70年くらい前の
小田原のようすとくらし

40年まえから70年
くらい前のくらしを
調べてみましょう。

70年くらい前の小田原のようすとくらし

40年くらい前の小田原のようすとくらし

　せんそうが終わり，生活をよりよくしようと，当時の人たちは，
一生けん命にはたらいたんだ。
　そのおかげで，人々のくらしは豊かになってきたんだよ。
　小田原にも大きな工場がたてられるようになって，しごとのために

小田原にひっこしてくる人もふえたんだ。
　それから，昭和39年（1964年）になると，新かん線が通って，小田原にも停車す
るようになったよ。たくさんの人が小田
原に集まるようになったんだよ。
　そのころの子どもたちは，外で遊ぶこ
とが多かったなぁ。野球をしたり，メン
コやベーゴマで遊んだり，近所の子ども
たちが，みんないっしょに遊んでいたも
のだよ。
　電気せい品がくらしの中に出てきて，
カラーテレビを初めて見たときはびっく
りしたなぁ。

ゆた

　子どもの遊びにもきかいで作られたものがふえてきて，コン
ピューターゲームがはやって，むちゅうになって遊んだなぁ。昔
よりも家の中で遊ぶ
ことが多くなったか

もしれないね。
　小田原のまちでは，小田原駅の東口
がせいびされて，小田原地下街もでき
て，多くのお店やお客さんで駅のまわ
りはとてもにぎわっていたよ。







市の人たちが守り，伝えてきたもの（一例）
いち れい

地蔵尊大祭（板橋）
じ ぞうそん たい さい いたばし



市の人たちが守り，伝えてきたもの（一例）
いち れい

地蔵尊大祭（板橋）
じ ぞうそん たい さい いたばし

相模人形しばい（小竹）
さ がみ お だけ

大漁木遣歌（東町）
たい やり うたりょう き ちょうひがし



これからのまちづくり

まちの夢やみんなの夢をか
なえるために何が必要か
いっしょに考えよう。

2030年の小田原に向けて

そこで、３つのまちづくりの目標を立てています。
もくひょう

　生まれてからずっと幸せと安心を感じられるまち、子どもたちが
夢や希望をもって成長できるまちをめざします。

かん

ゆめ ぼうき

①生活の質の向上
しつ じょうこう

　小田原の商売が活発になるように国内外から人や会社が集まる
まち、四季を通してにぎわいが生まれるまちをつくります。

しょうばい ぱつかっ

きし

し き
②地域経済の好循環

ざいけいいきち じゅんかんこう

　自然環境と市民がともに生きるまち、気候変動にも対応した災害に強いまちをつく
ります。

し ぜん かんきょう みんし こうき どうへん おうたい がいさい
③豊かな環境の継承

ゆた きょうかん しょうけい

　「世界があこがれるまち“小田原”」にするために、すんでいるみんなが「小田原が
大好き！」と言えるまちとすること、そして、自分のすんでいるまちのことを「大好き！」
と言えるあなたのことを見て、世界中から「小田原ってすてきなまちなんだ！」と思っ
てもらえるようなまちをめざしていきます。

かいせ
めざすまちのすがた「世界があこがれるまち“小田原”」

かいせ

ゆめ ゆめ

ひつ よう

　小田原市は、よりよいまちになっていくために、すんでいる人や、はた
らいている人、学校に通っている人など、地域のみんなと市がいっしょに
なってまちづくりをしています。

小田原市がめざすまちの
すがたとSDGｓは、2030
年にかなえられるように、
計画しているよ。

まちづくりの３つの目標は、
SDGｓの達成に必要な３つの
要素、「経済」「社会」「環境」と同
じ考え方でできているんだね。

もくひょう

ひつ ようたっせい

けいざい しゃ かい かんきょう
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世界があこがれるまち
“小田原”
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①学習用端末の整備
がくしゅうよう たん まつ せい び

〈市の取組の一部〉
とり くみ

一人一台の学習用端末で，疑問に思ったことに

ついて深く調べたり，自分のペースで学習した

りします。

ぎ もんがくしゅうよう たん まつ

ふか しら

②小田原三の丸ホール
芸術文化活動の場となる小田原三の丸ホール

は，新しいにぎわいの拠点として多くのイベン

トが行われています。

げいじゅつぶん か かつどう

きょ てん

「ＳＤＧｓ」ってなに？

｢わたしたちがずっと地球にすみ続けることができる方法で行動しよう」と２０１５年

に世界１９３の国で，１７の目ひょう（ＳＤＧｓ）を作り，２０３０年までの達成を目指し

ています。

小田原市は２０１９年に国からＳＤＧｓ未来都市として認められ，

市民のみなさんと協力し

て，身の回りにある問題

のかいけつに向けて様々

な取組を行っています。

③再生可能エネルギーの導入
さい せい か のう どうにゅう

2050年の脱炭素社会の実現に向けて，再生可能

エネルギーを積極的に取り入れています。

だつたん そ しゃかい

せっきょくてき

じつ げん さい せい か のう

④市と市民の力をあわせた取組
し みん とり くみ

未来の小田原をより良くするために，いろいろ

な人が力をあわせて協力しています。

えす

ち つづ

えすでぃーじーず

えすでぃーじーず

し みん

み もんだい

さまざま

とりくみ

み らい と し みと

ほうほう こうどうきゅう

でぃーじー ず


